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起源とする floor plate 細胞は、成熟分化とともに神経細胞への分化能が失われ
るが、中脳由来の floor plate 細胞に限っては、ドパミン神経細胞への分化能を
有すことが分かっている。そこで、中脳マーカーである Lmx1a と floor plate
マーカーである Corin を組み合わせることにより、中脳由来の floor plate 細胞
の選別を行った。Lmx1a は転写因子であることから、Lmx1a::GFP ノックイン
マウス ES 細胞を樹立し、9 日間誘導した細胞を抗 CORIN 抗体で標識すること
によって CORIN+LMX1A+細胞を得た。そして、Lmx1a::GFP ノックインマウ
ス ES 細胞の GFP+細胞群の中から、CORIN+細胞で 2 倍以上の遺伝子発現量
を示す候補 83 個を明らかにした。同様に、胎生 11 日齢マウス中脳腹側細胞群
の中から、CORIN+細胞で 2 倍以上の遺伝子発現量を示す候補 677 個を明らか
にした。最終的に、両者で共通して発現しており、尚且つ中脳腹側に特異的発
現パターンを示す細胞表面抗原遺伝子として Lrtm1（Leucine-rich repeats and 
transmembrane domains 1）を同定した。 





















まずマウス胎仔脳およびマウス ES 細胞由来神経細胞において中脳マーカーLmx1a と
FPマーカーCorinの両方を発現している細胞の網羅的遺伝子解析を行い、中脳 FP細胞特







  したがって、本論文は博士（ 佐俣 文平 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成２８年１２月８日実施の論文内容とそれに関連
した試問を受け、合格と認められたものである。 
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